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　近年では、民間事業者による安価なツアー等が数多く企画されており、本事業の利用実績は著しく減少傾
向にあることから、本事業の必要性は極めて低いと考えられるため。

行政評価会議
からの意見

　民間事業者による安価な宿泊プランやツアー
が企画され、利用者数が減少傾向にあり、本事
業の必要性は低下しているため、廃止すること
が適当である。

行政評価委員会
からの意見

　利用者数が減少傾向にあることや、実施方法
に見直しの余地がないことを考慮すれば、一次
評価及び二次評価のとおり廃止することが適当
である。

有☑　無□ 有☑　無□

176

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　「武蔵村山市民ゆっ旅カード」の交付を受けた市民が、宿泊施設等の協定事業者にカードを提示
することにより当該施設の利用料金等の割引を受けられるものである。
　・ゆっ旅カード新規交付件数：８２件
　・宿泊施設等との協定件数：２９件
　・協定宿泊施設等の利用件数：３２件

【今後の方向性】 廃止

所要人員(人) 0.02 0.02 0.02
開始年度 平成 26 総コスト(千円) 173 169

●施策を構成する事務事業等の概要

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　市民ゆっ旅施設事業
事業費(千円) 4 0 7


